


　議会報告会は、「市民に開かれた議会 」を目指し続けて、今年で8年目と
なります。

　市民のみなさんに、３つの常任委員会が取り組んでいるテーマの中間報告をさせていただ
き、ご意見を伺う場として位置付けております。そして、議会内で議論を交わし、議案審議や
政策提言に繋げております。本年度は、新型コロナウイルス感染症の終息が依然として見込
めないので、会場開催を見送り、動画配信によるWeb開催とさせていただきました。
　掛川市議会ホームページにて11月２日から公開いたしますので、是非ともご視聴いただき、
Web上のアンケート等にて、多くのご意見をお寄せいただければと思います。
　いただいたご意見は、今後の議会活動に反映させて参りますので、よろしくお願い
いたします。　　　　　　　　  　　　　　　　　      広報広聴特別委員長　 藤原正光

EBEB de かけがわ 議会報告会 de かけがわ 議会報告会WW

是非ご覧いただきご意見をお寄せください！
よろしくお願いいたします。
（資料については市議会HPよりダウンロードできます。）

11月2日から11月末日まで掛川市議会HPで公開！11月2日から11月末日まで掛川市議会HPで公開！

新型コロナ緊急支援対策室や議
会のコロナ対策活動、コロナ禍
での避難所運営や、ポストコロナ
の展望についてご報告します。

年間テーマ
市民を守る！新型コロナウイ
ルス感染症対策

総務委員会総務委員会総務委員会

視聴方法
掛川市議会  議会報告会

右記QRコードからもご視聴いただけます！

地域資源や空き家活用の宿泊、
ワーケーション事業、リモートワー
クやアートを基軸にした掛川市の
強みを活かした新たな移住定住
策についてご報告します。

年間テーマ
ポストコロナを見据えた新た
な生き方に合わせた移住定
住策

環境産業委員会環境産業委員会環境産業委員会

住み慣れた地域で安心して自分
らしく、最期まで暮らすために設
置された「ふくしあ」が、時代の
ニーズに対応するためにどうある
べきかご報告します。

年間テーマ
人生100 年時代構想を踏ま
えた地域包括ケアシステムの
現状と課題について

文教厚生委員会文教厚生委員会文教厚生委員会

協議会の様子 ゲストハウス「どこにもない家」オーナーと 南部大須賀ふくしあを視察
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総務委員会　委員長 小沼秀朗

タブレットを活用した防災対策について
防災対策用タブレットの管理運営方法と導
入に向けた今後のスケジュールを伺う。
市内 238 の自主防災会に配付予定で、９
月から購入を進める計画です。管理運営方
法については、今後、自主防災会及び自治
会と協議していきます。

コロナ禍における救急活動について
救急活動に必要となる被服の購入数を伺う。
新型コロナウイルス感染症禍において、本
年度は使い捨てガウン 500 着の使用を想
定し、300 着程度、追加購入する予定です。

文教厚生委員会  委員長 窪野愛子
魅力ある小学校づくり推進費について
安定したインターネット環境が整っている家庭
が９割とのことであるが、その中にはスマート
フォンのみの家庭も含まれているのか。
スマートフォンのみの家庭は含みません。

QQQ

AAA

環境産業委員会  委員長 山本裕三

掛川城周辺施設管理費について
掛川城バーチャル体験コンテンツ開発につい
て、至った経緯を伺う。
新しい文化の体験づくりを進めるために、既
存の掛川城の点群データを活用することを
考えました。

地域経済応援事業費について
事務費が大きく占めているが、プレミアム付
商品券の利用率向上策について伺う。
消費拡大が見込める 12月、１月に使用して
いただけるよう周知していくことで、利用率
向上につながっていくと考えます。

QQQ

QQQ

AAA

AAAQQQ

QQQ

AAA

AAA

「令和２年度掛川市一般会計補正予算（第６号）について」は全会一致で可決されました。

6億2,846万９千円
644億5,372万7千円

補 正 額

補正後の予算額

防災資機材整備費防災資機材整備費 増増
2,550万円2,550万円

地域経済応援事業費 地域経済応援事業費 
増　 増　 3億6,500万円3億6,500万円 

学校教育情報化推進事学校教育情報化推進事
業費業費 増 増  　    　   6,472 万円6,472 万円

　災害時の広域避難所等にお
ける新型コロナウイルス感染
症対策として、飛沫感染予防
のためのパーテーションや非接
触型電子温
度計の整備
等に要する
費用。

　新型コロナウイルス感染症
の影響により減少している市
内消費の喚起と市民の暮らし
の支援を促進するため、市内
取扱店舗で使用可能なプレミ
アム付商品
券を発行す
る費用。

　オンライン学習の充実を図るた
め、学校からのネット回線を増強
する費用。家庭にネット環境がな
い子どもへの
貸し出し用ポ
ケットW i - F i
を整備する
費用。

令和２年度補正予算関係議案などを審査す
るため、３つの常任委員会に付託され、以下
の質問がありました。

常任委員会
委員長報告

補正予算
関係抜粋

8月臨時会における審議結果8月臨時会における審議結果8月臨時会における審議結果8月臨時会における審議結果8月臨時会における審議結果8月臨時会における審議結果

8月臨時会 令和２年度一般会計補正予算（第６号）の概要
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1億7,054万2千円 646億3,084万7千円補正後の予算額補正額

644億6,030万5千円補正後の予算額657万8千円補正額

市道桜が丘通り線及び杉谷家代線の道路改良
工事費。

　保育所等における新型コロナウイルス感染防止
用の備品等購入に係る補助金。

損害賠償請求事件に係る弁護士委託料  損害賠償請求事件に係る弁護士委託料  追加追加　658万円658万円

下垂木地区まちづくり事業費  下垂木地区まちづくり事業費  増増
　　　　1億1,800万円　　　　1億1,800万円

福祉施設等建設事業助成費  福祉施設等建設事業助成費  増増
   1,954万円   1,954万円

令和元年度 　一般会計歳入歳出決算など各種会計決算を認定

① 民生費 31.2％  児童、高齢者、障がい者の福祉増進など

② 教育費 12.6％  学校の管理運営や教育施設の充実など

③ 公債費 11.5％  これまでの施設整備などで借りたお金の返済に

④ 総務費 11.3％  総務、財産管理、広報広聴、協働のまちづくりなど

⑤ 土木費 10.4％  道路、河川、公園の整備など

⑥ 衛生費 10.4％  市民の健康づくり、ごみ・し尿の処理など

⑦ その他 12.6％  労働費、農林水産業費、商工費、消防費、災害復旧費、議会費

令和元年度決算概要

一 般 会 計

特 別 会 計

水道事業会計
（収益的収支＊）

歳入決算額  483億 7,194万円
歳出決算額  467億 3,840万円

歳入決算額  269億 1,467万円
歳出決算額  259億 2,984万円

収入決算額  31億 6,952万円
支出決算額  27億 9,762万円

＊特別会計とは、国民健康保険、介護保険、下水道事業など14
会計です。

＊収益的収支とは、１年間の事業活動に関する水道料金などの
収入と、受水費、修繕費、職員の給与などの支出です。

家代の里地内の緑地の売却に係る損害賠償請求事件の弁護士委託料について、『市長及び職員に重
大な過失があったと認められた場合は、当該費用を請求すること』や『早期の課題解決に全力で努め
るとともに、経過報告を議会や市民に説明を行うこと』等の附帯決議を付して可決。

９月定例会 令和２年度一般会計補正予算（第７号）の概要

９月定例会 令和２年度一般会計補正予算（第８号）の概要

令和２年９月定例会 かけがわ 市議会だより 4



掛
川
市
の
主
幹
作
物
で
あ
る

お
茶
を
守
る
た
め
に

掛
川
市
と
Ｊ
Ａ
そ
し
て
茶
生
産
者

を
含
め
た
茶
業
関
係
者
で
つ
く

る
、「
掛
川
茶
業
の
未
来
を
考
え
る
会
議
」

を
立
ち
上

げ
、
お
茶
の

需
要
と
供

給
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、

改
植
や
生

産
計
画
を

立
て
ら
れ
な

い
か
。

関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
を

検
討
し
て
い
く

経
済
連
、
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
が
連
携
し
、
将
来
の
需

要
予
測
に
よ
る
生
産
計
画
に
基
づ
き
、

奨
励
品
種
へ
の
改
植
や
国
事
業
の
活

用
に
よ
る
改
植
支
援
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
掛
川
市
農
業
の
将
来
を

支
え
る
若
手
農
業
者
の
声
を
聞
く
機

会
を
設
け
る
な
ど
、
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
む
よ
う
、
静

岡
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し

た
支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
住
宅
の
耐
震
化

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
災
害
時
の

避
難
の
考
え
方
が
変
わ
り
、
在
宅

避
難
が
優
先
さ
れ
る
中
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

や
住
宅
の
耐
震
化
の
助
成
制
度
に
、「
代

理
受
領
」
方
式
を
導
入
し
、
本
人
の
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
。

今
後
の
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く

掛
川
市
で
は
、
申
請
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
市
単
独

で
上
乗
せ
補
助
を
行
う
な
ど
、
県
内

で
も
高
い
補
助
額
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
更
な
る
耐
震
化
推
進
の
観
点
か

ら
も
、
代
理
受
領
方
式
を
含
め
、
今

後
の
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
所

有
者
の
利
便
性
や
事
業
者
の
意
向
、

県
内
の
他
市
町
や
庁
内
各
種
補
助
事

業
の
状
況
も
踏
ま
え
、
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

市
内
で
お
金
が
回
る
地
域
循
環

型
経
済
を
つ
く
る
た
め
に

市
の
行
な
う
公
共
の
事
業
が
確
実

に
市
内
業
者
の
仕
事
と
な
り
、
そ

の
利
益
が
税
金
や

市
内
消
費
と
な
る

地
域
循
環
型
の
経

済
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え

る
。
市
と
し
て
ど

う
取
り
組
む
か
。

市
内
業
者
が
受
注
で
き
る
よ
う
優

先
的
な
発
注
を
心
が
け
て
い
る

市
内
業
者
が
掛
川
市
の
事
業
を

受
注
し
、
利
益
が
税
金
や
市
内

消
費
へ
還
元
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
以

前
か
ら
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
事

業
発
注
に
際
し
て
は
、
競
争
原
理
を

図
っ
た
上
で
、
市
内
業
者
が
受
注
で

き
る
よ
う
優
先
的
な
発
注
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

確
実
に
医
療
に
つ
な
げ
ら
れ
る

救
急
搬
送
の
あ
り
方
は

軽
症
判
断
で
救
急
車
が
不
搬
送
と

す
る
場
合
も
、
現
場
の
状
況
に
応

じ
て
そ
の
後
確
実
に
医
療
に
つ
な
げ
る

た
め
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

思
い
や
り
を
持
っ
た
現
場
活
動

を
し
て
い
く

不
搬
送
と
な
っ
た
方
が
自
力

で
医
療
機
関
へ
受
診
す
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
は
、
頼
れ
る
方
や

警
察
、
福
祉
関
係
者
な
ど
へ
連
絡
し
、

救
急
隊
は
依
頼
し
た
方
が
到
着
す
る

ま
で
現
場
に
滞
在
し
、
容
体
を
伝

え
、
医
療
機
関
へ
の
搬
送
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
が
進

み
、
救
急
事
案
の
増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
不
搬
送
時
で
も
安
心
し

て
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
で
き
る
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
思
い
や
り

を
持
っ
た
現
場
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
持
続
可
能
な
ま
ち
を
め
ざ
す
視
点
で
の

　
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

茶草場農法で管理された茶畑と茶文字

発行予定のプレミアム付商品券
「掛川ささえあい応援券」

ア
ク
テ
ィ
ブ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

公
明
ク
ラ
ブ

松
浦
昌
巳

Q

Q

Q

Q

A

A

A

日
本
共
産
党

勝
川
志
保
子

A
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デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
組
織
の

設
置
を
す
べ
き
で
は

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
実
現
す
る
た

め
に
Ｄ
Ｘ
推
進
課
や
Ｄ
Ｘ
戦
略
本
部
を

設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ｄ
Ｘ
と
は
・
・
・

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
、
業
務
等

を
変
革
し
、
競
争
上

の
優
位
性
を
確
立
す

る
こ
と

Ｄ
Ｘ
戦
略
を
検
討
す
る
推
進
本

部
を
設
置
し
、
組
織
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
く

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
持
続

可
能
な
ま
ち
を
築
い
て
い
く

に
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
大
き
く
変
革

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
内
に
Ｄ
Ｘ
戦
略
を
検
討
す
る
推
進

本
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
外
部

有
識
者
や
地
域
の
方
な
ど
に
も
参
画

し
て
い
た
だ
く
、
オ
ー
ル
掛
川
に
よ

る
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率

向
上
策
は

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
に
よ
る
地
域
経
済
の
消
費

喚
起
の
た
め
に
も
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
率
向
上
策
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。広

報
か
け
が
わ
な
ど
を
活
用
し
、

普
及
促
進
を
図
っ
て
い
く

普
及
率
向
上
に
向
け
て
は
、
広

報
か
け
が
わ
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
紹
介
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
案
内
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

夜
間
窓
口
の
開
設
や
、
臨
時
開
庁
に

よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
業
務
を
行
う
予
定
で
す
。
今
後
も

広
報
か
け
が
わ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
活
用
し
て
、
利
便
性
や
安
全
性

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
よ

り
一
層
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制
定
早

期
実
現
の
た
め
委
員
会
の
設
置
を

犯
罪
被
害
の
当
事
者
や
ご
家
族
に

寄
り
添
っ
た
本
市
の
条
例
制
定
の

早
期
実
現
に
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

の
意
見
や
要
望
を
反
映
す
る
た
め
に
、
委

員
会
の
設
置
が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

委
員
会
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
が
、
条
例
制
定
の
作
業
を
進

め
て
い
く

条
例
制
定
に
お
い
て
は
見
舞
金

の
支
援
だ
け
で
な
く
、
相
手
に

寄
り
添
っ
た
相
談
や
情
報
提
供
の
充

実
、
日
常
生
活
の
支
援
な
ど
、
多
様
な

支
援
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
掛
川
警
察
署
の

「
犯
罪
被
害
者
支
援
連
絡
会
」
に
お
い

て
も
、
関
係
団
体
と
情
報
共
有
を
進
め

て
い
ま
す
。
委
員
会
の
設
置
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
可
能
な
範
囲
で
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
方
か
ら
意
見
を

聞
く
と
と
も
に
、
庁
内
の
関
係
各
課
を

中
心
に
条
例
制
定
の
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な

財
政
基
盤
の
構
築
を

安
定
的
な
財
政
運
営
基
盤
を
構
築

す
る
た
め
に
、
令
和
３
年
度
当
初

予
算
は
歳
入
に
見
合
う
予
算
規
模
に
圧

縮
す
べ
き
で
は
。

過
度
に
基
金
に
依
存
し
な
い
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
の
た

め
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高
が
大
き

く
減
る
見
込
み
と
な
り
、
今
後
の
財

源
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
行

政
経
営
方
針
に
位
置
づ
け
た
事
業
や

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
事
業
を
確
実
に
実
施

す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
、

新
た
な
財
源
確
保
に
努
め
、
予
算
規

模
の
適
正
化
と
財
政
調
整
基
金
の
残

高
確
保
を
図
り
、
過
度
に
基
金
に
依

存
し
な
い
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
物
の
見
方
や
捉
え
方
）
の
転

換
に
よ
る
庁
内
組
織
機
構
編
成
に
つ
い
て

ア
ク
テ
ィ
ブ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

公
明
ク
ラ
ブ

窪
野
愛
子

創
世
会

嶺
岡
慎
悟

Q

Q

Q

A

A

A

A

Q

令和２年９月定例会 かけがわ 市議会だより 6一般質問Q&A



住
民
の
安
全
が
守
れ
る
野
立
て

太
陽
光
発
電
設
備
を

農
地
は
管
理
者
の
高
齢
化
で
維
持

管
理
が
で
き
ず
、
太
陽
光
発
電
設

備
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
周
辺

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に
、

設
置
者
や
事
業
主
と
協
定
を
結
ぶ
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

必
要
性
が
あ
れ
ば
協
定
を
締
結

す
れ
ば
良
い
と
考
え
る

「
掛
川
市
野
立
て
太
陽
光
発
電

設
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
事

業
者
や
地
域
に
と
っ
て
有
益
か
つ
周

囲
の
環
境
と
調
和
を
図
り
つ
つ
、
良

好
で
適
正
な
事
業
実
施
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
作
成
し
て
い
る
た
め
、
事

前
に
説
明
会
を
開
催
し
、
そ
の
議
事

録
と
課
題
に
対
す
る
対
応
記
録
の
提

出
を
求
め
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
地

域
と
事
業
者
の
合
意
形
成
の
過
程
で
、

必
要
性
が
あ
れ
ば
協
定
を
締
結
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
良
い
と
考
え
ま
す
。

掛
川
工
房
つ
つ
じ
の
作
業
収
入

減
で
救
済
措
置
を

コ
ロ
ナ
禍
で
秋
の
祭
典
が
中
止
。

掛
川
工
房
つ
つ
じ
は
軒
花
の
受
注

が
無
く
な
る
な
ど
大
変
な
状
況
で
あ
る
。

作
業
収
入
減
収
に
対
す
る
救
済
措
置
を

市
と
し
て
行
う
べ
き
と
思
う
が
見
解
を

伺
う
。

今
後
の
状
況
に
注
視
し
て
、救
済

措
置
の
必
要
性
を
判
断
す
る

県
が
作
業
工
賃
の
減
少
を
補
填

す
る
助
成
制
度
を
創
設
し
ま

し
た
が
、
救
済
措
置
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
な
い
事
業
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
、
国
や
県
、
近
隣
市
の
対
応
を
注

視
し
つ
つ
、
就
労
系
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
つ
い
て
救
済
措
置
の

必
要
性
を
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
対
策
を

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
地
域
経
済
が

落
ち
込
ん
で
い
る
た
め
、
掛
川
市

の
経
済
を
Ｖ
字
回
復
さ
せ
る
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

地
域
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の

推
進
が
地
域
経
済
の
回
復
に
つ
な

が
る
と
考
え
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
、
経
済
に
大
き
な
変

革
を
起
こ
し
て
お
り
、
急
速
に
消
費

者
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
地
域
経
済
の
回
復
に
は
、
地
域

全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
や
通
信
販

売
の
た
め
の
物
流
機
能
の
強
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

風
水
害
対
策
を

台
風
時
に
、
河
川
本
流
の
水
位
が

上
昇
し
、
支
流
で
溢
れ
る
こ
と
か

ら
、
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
見
解
を

伺
う
。

流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ
せ

る
対
策
を
検
討
し
て
い
く

国
土
交
通
省
は
、
本
年
度
、

流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ

せ
る
「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
を
進

め
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
河
川
へ
の
流
出
抑
制
が
重
要
と
さ

れ
て
お
り
、
農
業
用
た
め
池
の
治
水

利
用
や
校
庭
貯
留
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
掛
川
市
で
は
、
本
年
度

か
ら
「
総
合
治
水
計
画
」
の
策
定
に

着
手
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
の
方

針
を
参
考
に
、
流
域
全
体
で
抜
本
的

に
水
害
を
軽
減
さ
せ
る
対
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

至
誠
の
会

鷲
山
喜
久
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Q

コ
ロ
ナ
に
よ
る
差
別
や
誹
謗
中
傷

か
ら
人
権
を
守
る
た
め
の
施
策
を

コ
ロ
ナ
感
染
者
や
医
療
機
関
・
店

舗
な
ど
へ
の
不
当
な
扱
い
か
ら
人

権
を
守
る
た
め
、
市
民
に
届
く
呼
び
か

け
や
専
門
窓
口
の
設
置
、シ
ト
ラ
ス
リ
ボ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
が

実
施
で
き
な

い
か
伺
う
。

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
・
・
・

家
庭
・
地
域
・
職
場
や
学
校
を
表
す
柑
橘
色
の
三
つ

の
輪
の
リ
ボ
ン
や
紐
を
身
に
着
け
て
、コ
ロ
ナ
関
連

の
差
別
や
誹
謗
中
傷
を
な
く
す
活
動
で
す
。

人
権
の
配
慮
に
お
け
る
、
効
果

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く

現
在
、
人
権
に
関
す
る
相
談
に

つ
い
て
は
、
中
止
し
て
お
り
、

法
務
局
の
電
話
相
談
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
の
「
コ

ロ
ナ
感
染
者
へ
の
人
権
の
配
慮
」
に
つ
い

て
は
、
見
や
す
い
形
に
変
え
啓
発
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、「
人
権
施

策
推
進
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
本

計
画
の
中
で
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の

人
権
配
慮
に
お
け
る
、
効
果
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
の

た
め
の
財
源
確
保
策
を

児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
整
っ
た
が
、

今
後
は
急
速
な
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
支
え

る
人
的
支
援
や
財
源
確
保
が
必
要
と
な

る
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や
ふ
る
さ

と
納
税
ヒ
ト
版
を
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

広
い
視
点
で
制
度
を
活
用
し
、

企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
推
進

し
て
い
く

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
掛
川

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

う
え
で
、
有
効
な
財
源
と
し
て
活
用

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
を
含
め
、

広
い
視
点
で
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
企

業
と
連
携
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
和
観
世
音
像
の
文
化
財
指
定
と

活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
は

富
士
見
台
霊
園
脇
に
あ
る
平
和
観

世
音
像
の
文
化
財
的
価
値
と
重
要

文
化
財
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

専
門
家
に
よ
る
調
査
を
検
討
し

て
い
く平

和
観
世
音
像
は
、
文
化
財
と

し
て
の
一
定
の
評
価
は
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
重
要
文
化
財
と
し
て
の

価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
専
門
家
に

よ
る
詳
細
調
査
が
必
要
で
あ
り
、
調
査

方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
国
へ
情
報

提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
和

へ
の
活
用
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

市
の
仕
事
を
成
果
で
管
理
で
き

る
仕
組
み
の
準
備
状
況
は

市
で
は
来
年
度
か
ら
、
予
算
・
決

算
時
に
は
、
市
の
事
務
や
事
業
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
成
果
情
報
を
も
と

に
審
議
や
協
議
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の

準
備
は
ど
ん
な
状
況
か
。

予
算
科
目
の
見
直
し
と
総
合

計
画
の
施
策
体
系
へ
の
関
連

づ
け
は
完
了
し
て
い
る

予
算
科
目
の
見
直
し
と
総
合
計

画
の
施
策
体
系
へ
の
関
連
づ
け

は
完
了
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
の

予
算
要
求
作
業
が
新
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
上
で
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動

を
進
め
て
お
り
、
今
後
は
、
事
務
事

業
に
成
果
を
測
る
指
標
や
目
標
値
等

の
設
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
新
た
に
作
成
す
る
予
算
・
決

算
説
明
書
に
反
映
さ
せ
、
令
和
３
年

度
予
算
か
ら
、
具
体
的
な
成
果
情
報

に
基
づ
い
た
審
議
や
協
議
を
可
能
に

し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
駅
周
辺
駐
車
場
等
の
指
定
管
理
制
度
変
更
と
中

心
市
街
地
活
性
化
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

共
に
創
る
掛
川

鈴
木
久
裕

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

Q

Q

Q
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ナ
ッ
ジ
理
論
に
よ
る
新
た
な

仕
組
み
づ
く
り
を

今
後
厳
し
く
な
る
財
政
状
況
の
な

か
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
生
む
可
能
性
の
あ
る
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活

か
し
、
施
策
や
事
業
に
取
り
入
れ
る
こ

と
を
目
指
す

掛
川
版
ナ
ッ

ジ
・
ユ
ニ
ッ
ト

の
設
置
を
す

る
べ
き
で
は

な
い
か
。

ナ
ッ
ジ
理
論
と
は
・
・
・

人
々
が
自
分
自
身
に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
選
択
を

自
発
的
に
取
れ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
政
策
手
法

掛
川
版
ナ
ッ
ジ
・
ユ
ニ
ッ
ト
の

設
置
の
必
要
性
を
研
究
し
て
い
く

掛
川
市
の
施
策
や
事
業
に
、

ナ
ッ
ジ
理
論
の
観
点
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
職
員
の
ナ
ッ
ジ
理
論
に

関
す
る
知
識
や
理
解
は
進
ん
で
い
な

い
状
況
で
す
。
ま
ず
は
、
ナ
ッ
ジ
理

論
の
周
知
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
研

修
等
を
行
い
、
効
果
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

掛
川
版
ナ
ッ
ジ
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
ナ
ッ
ジ
理
論

の
習
熟
度
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
設
置

の
必
要
性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

発
達
障
が
い
者
に
も
居
場
所

づ
く
り
を

発
達
障
が
い
者
の
就
労
困
難
や
社

会
的
孤
立
を
支
え
る
た
め
に
、
理

解
を
増
や
す
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
見

守
り
付
き
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
場
所

や
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
を
活
用
し

た
働
き
方
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

障
が
い
を
持
っ
た
方
の
希
望
や

適
性
に
応
じ
た
支
援
に
努
め
る

福
祉
課
の
就
労
支
援
員
が
障
が

い
の
あ
る
方
の
「
働
き
た
い
」

を
か
な
え
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
障
が
い
を
持
っ
た

方
の
希
望
や
適
正
に
応
じ
て
、
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
も
含
め
「
働
け
る
」
に

つ
な
が
る
よ
う
関
係
機
関
や
企
業
等

と
連
携
し
な
が
ら
就
労
支
援
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー

シ
ン
グ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
よ
く

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
郷
土
愛
を
育
む

施
策
が
よ
り
必
要
で
は
な
い
か

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
よ
る
ス

ピ
ー
ド
社
会
で
郷
土
愛
を
育
む
機

会
が
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
危
惧

し
て
い
る
。
高
校
生
意
識
調
査
の
結
果

か
ら
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
施
策
の

展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

若
者
世
代
の
地
元
へ
の
愛
着
心
を

醸
成
し
て
い
く

本
年
２
月
、
市
内
４
高
校
及
び

特
別
支
援
学
校
と
連
携
協
力

協
定
を
締
結
し
、
高
校
生
と
の
連
携

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
小

中
学
生
の
頃
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
や
地
域
社
会
と
接
す
る
機
会

を
増
や
す
こ
と
で
、
若
者
世
代
の
地

元
へ
の
愛
着
心
を
醸
成
し
て
い
き
ま

す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
改
善

を
す
べ
き
で
は
な
い
か

市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
各
種
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。
情
報
発
信
や

各
種
サ
ー
ビ
ス
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用
を
開
始

し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く

本
年
１２
月
に
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し

て
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
ふ
り
が
な
や
背
景
色
な
ど
利

用
し
や
す
さ
に
配
慮
す
る
ほ
か
、
翻

訳
や
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
機
能
を

装
備
し
ま
す
。
今
後
も
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
積
極
的

に
情
報
発
信
し
て
い
く
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
上
で
提
供
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を

研
究
し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
民
と
の
意
思
疎
通
に
つ
い
て

創
世
会

藤
原
正
光

Q

Q

Q

Q

A

A

A

市役所内で密を避ける
ために使われているナッ
ジ理論の施策例

ア
ク
テ
ィ
ブ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

公
明
ク
ラ
ブ

藤
澤
恭
子

A
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文教厚生委員会　委員長 窪野愛子

生活習慣病予防費について
大腸がん検診の課題は、実施方法の違いにより、総合がん検
診に取り入れることが困難とあるが、どういうことか。
現在、希望者が先に容器を購入し提出という手順のため、他
のがん検診と同時に実施できません。来年度からは、同様に
受診できるよう検討しています。

要保護等児童・生徒就学支援費について
就学援助受給率が低い原因をどう捉えているか。
毎年４月の家庭訪問時や、未納給食費の集金時などに声かけ
をしています。10月に令和３年度の就学支援を受ける方用に、
全児童へ周知を徹底します。

QQQ

QQQ

AAA

AAA

環境産業委員会　委員長 山本裕三

緑茶活用調査研究事業費について
緑茶活用調査研究事業の調査結果はいつ出るのか。
新型コロナウイルスの影響により、県立大学での研究が止
まっているため、現時点では未定です。

土砂災害対策費について
ハザードマップ作成業務委託料に関連して、今回作成した
マップが何年も変わらず対応できるものと考えてよいか。
今回更新したことにより、現指定区域は完了しましたが、指
定見直しの際には、随時更新していきます。

QQQ

QQQ

AAA

AAA

総務委員会　委員長 小沼秀朗

消防団活動費について
分団消防センターの安全確保改修等、消防団要望
に応え、団員確保に繋げる必要がある。消防署員
数の不足を補う消防団員の出動手当を増額する考
えはあるか。
他市町と差異が無いよう、行事や訓練等、年間を
通じた出動手当を支給しています。

広報広聴費について
多くの人に読んでもらうために全戸配付をしている
広報かけがわを、インターネットの普及により印刷
部数を減らす考えはないか。
現状では考えていませんが、今後は電子化の検討
が必要と考えます。

QQQ

QQQ

AAA

AAA

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方

は

今
後
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
更

に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
空
き
施

設
と
な
る
幼
稚
園
・
保
育
園
の
活
用
を

地
元
ま
ち
協
、
区
長
会
、
市
当
局
に
よ

り
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
検
討
す
る
べ

き
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

必
要
に
応
じ
て
関
係
者
と
相
談

し
て
い
く

公
共
施
設
再
配
置
方
針
で
は
、

公
共
施
設
再
配
置
に
よ
り
発
生

し
た
余
剰
施
設
は
、
原
則
と
し
て
解

体
ま
た
は
譲
渡
す
る
も
の
と
し
て
い

ま
す
。
空
き
施
設
に
つ
い
て
、
市
の
施

設
と
し
て
利
活
用
の
見
込
み
が
な
い
場

合
は
、
譲
渡
等
の
形
に
よ
り
、
施
設
の

運
営
・
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
の
全

額
負
担
な
ど
を
条
件
と
し
て
、
地
域
の

方
々
に
利
活
用
の
有
無
を
伺
っ
て
い
き

ま
す
。利
活
用
の
希
望
が
あ
る
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
者
と
相
談
し
て
い

き
ま
す
。

市
民
意
識
調
査
の
結
果
対
応
を

市
民
意
識
調
査
で
満
足
度
が
低

い
「
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
に

つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
や
場
が

あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

各
種
事
業
を
市
民
総
ぐ
る
み
で

進
め
て
い
く

子
育
て
相
談
や
一
時
預
か
り
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
待
機

児
童
対
策
や
教
育
・
保
育
の
質
の
向

上
、
配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
や
家
庭

へ
の
支
援
な
ど
、「
第
二
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
各
種
事

業
を
地
域
や
企
業
な
ど
と
協
働
に
よ

り
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
進
め
て
い
き

ま
す
。

令和元年度の各種会計決算関係議案
などを審査するため、３つの常任委員会
に付託され、以下の質問がありました。

常任委員会
委員長報告

決算関係
抜 粋

創
世
会

寺
田
幸
弘

Q

Q

A

A
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９月定例会における審議結果一覧　９月定例会における審議結果一覧　９月定例会における審議結果一覧　

予
　
　
　
　
算

令和２年度掛川市一般会計補正予算（第８号）について
令和２年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）について
令和２年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補
正予算（第１号）について
令和２年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第
２号）について
令和２年度掛川駅周辺施設管理特別会計補正予算
（第１号）について
令和２年度掛川市水道事業会計補正予算（第２
号）について
令和２年度掛川市簡易水道事業会計補正予算（第１
号）について
令和２年度掛川市公共下水道事業会計補正予算
（第２号）について
令和２年度掛川市農業集落排水事業会計補正予算
（第１号）について
令和２年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会計
補正予算（第１号）について

条
例

掛川市個人番号の利用に関する条例の一部改正
について

報
告

健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について

決
　
　
　
　
算

令和元年度掛川市公共用地取得特別会計歳入歳出
決算の認定について
令和元年度掛川駅周辺施設管理特別会計歳入歳出
決算の認定について
令和元年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計
歳入歳出決算の認定について
令和元年度掛川市簡易水道特別会計歳入歳出決算
の認定について
令和元年度掛川市公共下水道事業特別会計歳入歳
出決算の認定について
令和元年度掛川市農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算の認定について
令和元年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業特別
会計歳入歳出決算の認定について
令和元年度上西郷財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和元年度桜木財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和元年度東山財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和元年度佐束財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和元年度掛川市水道事業会計決算の認定について
令和元年度浅羽地域湛水防除施設組合会計歳入歳
出決算の認定について

議

発

掛川市議会議員の期末手当の特例に関する条例の
廃止について
「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財
政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める
意見書」の提出について

そ
の
他

大坂・土方工業用地造成工事変更請負契約の締結
について
学校教育情報化推進事業端末機購入契約の締結に
ついて
令和元年度掛川市水道事業会計剰余金の処分について

■賛否の分かれた議案（賛成多数可決 )　　  ○○賛成　×反対
創 世 会 AMK＊ 共掛＊ 至＊ 志

＊
共
＊

大
石

勇
＊

寺
田
幸
弘

藤
原
正
光

榛
村
航
一

嶺
岡
慎
悟

山
本
裕
三

松
本

均

小
沼
秀
朗

二
村
禮
一

鈴
木
正
治

藤
澤
恭
子

松
浦
昌
巳

窪
野
愛
子

山
本
行
男

鈴
木
久
裕

富
田
ま
ゆ
み

鷲
山
喜
久

草
賀
章
𠮷

勝
川
志
保
子

令和２年度掛川市一般会計補正予算（第７号）について
市内不動産業者より、市に対し、家代の里地内の緑地の売却
に係る損害賠償請求事件の訴訟を提訴されたことから、これ
に応訴するための弁護士委託料を追加

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × × × ×

令和２年度掛川市一般会計補正予算（第７号）に対する附
帯決議について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × × × ×

掛川市自転車等駐車場条例の一部改正について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

掛川市駅周辺駐車場条例の一部改正について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

掛川市住民基本台帳カードの利用に関する条例の廃止について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和元年度掛川市一般会計歳入歳出決算の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和元年度掛川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和元年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計歳入歳
出決算の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

令和元年度掛川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

議員名

議案名

■賛否の分かれた議案（賛成少数否決 )
令和２年度掛川市一般会計補正予算（第７号）に対する
修正案

× × × × × × × × × × × × × ◯◯ ◯◯ × × ◯◯

＊議長（大石 勇）は、採決には参加しません
＊ＡＭＫ▶アクティブマネジメント・公明クラブ　共掛▶共に創る掛川　至▶至誠の会　志▶志誠会　共▶日本共産党

■全会一致で可決・同意・受理
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